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中原和郎（１８９６～１９７６）

　医学の研究と医療の向上にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じんすい),尽瘁)し世界的にその名を知られた中原和郎は明治２９年９月１４日、日本で最初に冷蔵食品事業を興した中原孝太の長男として羽合町橋津１１６番地に生まれた。

　父孝太は若くしてアメリカに留学し、進んだアメリカの姿を身をもって体験していた。当時、アメリカで盛んになりつつあった冷蔵業（ちなみに冷蔵という語句は彼の造語である）に着目し日本で工業化を目指したのである。米子で冷蔵業を開始したが、何しろ山陰の一都市米子では需要は少なくそのもくろみは成功せず、やがて神戸に転じ事業を再開していくことになる。当然幼ない和郎は橋津から米子へと転居した。


　時あたかも日露戦争のころである。


　家庭の事情もあり、和郎は妹潔子とともに東京に移った。大正３年３月、東京私立京華中学校を卒業している。

　中学校在学中からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちよう),蝶)の収集と研究を始め、既にこのころ蝶の新種を発見している。ある時、和郎は東大教授、飯島魁先生宅を訪問した。そこで先生は和郎をしげしげとみながら　「中原、トイウノハオ前カ、コンナニ小サイノカ。」と言われたという。


　中学を卒業した和郎はコーネル大学生物学科に進学する。

　というのもコーネル大学で昆虫学を研究するためであった。中学を卒業しアメリカに目を向けることになったのは一高の受験に失敗し、自分を入れてくれないなら米国で勉強するんだ！と、また、父孝太が若き日、ミシガン大学に学んだことも彼の胸に強く印象に残っていたにちがいない。


　１８歳になったばかりの和郎は父の紹介状１枚を懐にコーネル大学昆虫学科のＪ．ニーダム博士を頼った。シアトルから大陸横断鉄道に乗り目的地ニューヨークを目指したがその時体調を崩し黒人のポーターに親切にかいほうされる一幕もあった。

　コーネル大学では細胞学を主科目に選んで勉強した。研究論文が偶然にもロックフェラー研究所のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(がん),癌)細胞の分裂を研究していたフレキシナー博士の目にとまり、和郎の恩師ライレイ教授の推挙もあってロックフェラー研究所に入ることになった。和郎は思いがけず終生癌研究に取り組む契機となったのである。


　１９１８年、２２歳の若さで学位を得ている。いかに彼が研究に精進していったかが分かるであろう。


　この年彼にとってはまた喜びが重なる年であった。学部長の秘書をしていたドロシー夫人と和郎は同期入所のよしみもあり、顔を合わせる機会も多く、いつしかコンサート・映画とデートから婚約へ、そして結婚へと進んだのである。ドロシー夫人が和郎の礼儀正しさに強く心を動かされたことも一因であるという。

　当時のこと、和郎の父、孝太はこの結婚には反対であったようであるが、和郎の母は承諾し、しばしば英文で激励の便りを送ったという。ドロシー夫人には終生、この和郎の母からの便りは忘れがたい思い出で、晩年に至るまでこの便りを宝物として大切に保存していた。


　当時のロックフェラー研究所は野口英世などEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(そうそう),錚錚)たる著名な研究者が精力的に研究を進めていたが、１９２５年、和郎はロックフェラー研究所を辞し帰国を決意。その年の９月１２日、ドロシー夫人を伴い帰国している。ロックフェラー研究所を辞したのも、帰国を望む両親の願いと当時のアメリカの学界の派閥争い、それに加えて人種的偏見の根強さに嫌気がさしたためであるといわれる。

　帰国した和郎は１９２５年９月、東京帝国大学伝染病研究所、理化学研究所に勤務することになった。


　和郎は所長の長与又郎、鈴木梅太郎博士の薫陶を受けながら、自由な雰囲気の中で研究に没頭していった。きっと両博士とも和郎の秀でた才能を認めていたからであろう。後年、和郎は自由にのびのびと研究生活ができたことの喜びをしみじみと述懐している。


　研究に当たっては「疑って疑って、疑いぬいてそれでも疑う余地のないところに真理があり、疑うことが学問の第１歩である。」と真理の探求の態度をしばしば述べている。

　論文は英文で書くことが多かったようであるが理路整然としただれが読んでもよく分かるような文章であったという。

　やがて研究は実り、学界からその存在が注目されるようになる。１９２７年、１９４１年と２度にわたって癌研究会賞を受賞している。


　この時期の研究生活を次のように歌に託している。


　　研究室にうたふ


・かにかくに験し試みこと問へどマウスは未だ諾はなくに。


・手触り診る大きミルツに何事のひそみてあらむ惑ひつつ今日も


・いづち行く道とは知らぬ行けどゆけど飽かぬこの道歩みつづくる。


　癌研究に生命をかけている和郎の姿がこの歌の中によく現れている。なお、短歌を巧みに詠んでいるのも祖父与平の資質を受け継ぐとともに歌人としてつとに名高かった令妹、潔子女史の影響があるものと思われる。

　昭和１６年太平洋戦争ぼっ発。太平洋戦争は研究に専念している和郎の上にも影響を与えずにはおかなかった。


　和郎はそのころの研究生活を回想して次のように述懐している。


　「戦争ガヒドクナルニ及ンデ、森博士ノ応召トナリ一大打撃ヲコオムツタガ、ソレニモ屈セズ、ナオ継続シタ。空襲下ノ癌研究所デハ、防空演習ト警報トニ悩マサレナガラモ、実験ハ今カラ考エルト驚ク程サカンニオコナワレタ。福岡文子所員ト二人デ「パラアミノアゾルトエン」ノ新呈色反応ヲ見ツケタ時ナドハ近所ニ爆弾ガ落チテ大火災ノオコツタサ中デアッタコトナドヲ想イダス。」


　また、


　「電気・ガス・ガラス器具ヲ自由ニ使エズ、苦心シテ、ネズミヲ手ニ入レテモ餌ガナイノデ配給ノ押麦ナドヲ家カラモツテキタリシタ。

　冬ハ手ガカジカンデ書キモノヲスルニモ困ツタ。」


と。

　悪条件にあえぎながら焼け残った理化学研究所のバラックで実験を繰り返す日々であった。１９４５年８月終戦。


　和郎には戦後の理化学研究所の再建、そして癌研究所の設立と、研究と同時に経営面においても多忙を極めた。このころ、和郎は時の首相、吉田茂に癌センター設立の支援を働きかけている。


　戦後の活躍の跡をたどってみる。


　１９４６年　理化学研究所主任研究員。この年、日本農学会賞を受賞している。


　１９４７年　朝日文化賞受賞


　１９４８年　癌研究所長に就任し数々の賞に輝いている。


　このころ、和郎は一見取りつきにくいように見えるが若い研究員はもちろん、高校生とでも年齢を全然考えず同い年のような感覚で議論をするのが常であった。とこの当時、部下として仕え、ともに研究を進めた人たちは異口同音に語っている。


　身体から滲み出るような折り目正しさ、それに加えての上品さが交際する多くの人を魅了していった。ある時、同僚の研究者は自分の中学生の子供が「自分ガ将来結婚スル時ハ中原先生ノヨウナオ方ト……。」とつぶやいたという。この事からみても和郎が学者としても、人間としても真の紳士であったことがうなずけるのである。

　１９５０年代から６０年代にかけて癌研究に集中している。中でも和郎は人を死に至らしめる癌組織が生みだす癌の毒素に注目し、その毒素「トキソホルモン」の発見、抽出に成功した。１９６６年、この「癌毒素及び発癌物質に関する研究」により日本学士院賞を受賞。これにより和郎の業績の偉大さが分かるであろう。


　１９６３年、国立ガンセンター研究所長就任


　１９７５年、国立ガンセンター総長就任


　日本はもとより世界的な癌研究の中心的指導者として、また、我が国の癌対策、医療行政の推進に大きく寄与するのである。

　「トキソホルモン」の研究、発癌加算学説等は５０歳台に入ってからの業績であり、改めてたゆみない努力といつまでも柔軟な頭脳のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(めいせき),明晰)さに驚ろかされる。


　１９６０年代から７０年代にかけて数々の栄誉に浴している。ソ連邦医学アカデミービロゴフメダル賞、高松宮妃癌研究基金学術費、等である。

　１９７５年、学士院会員に推挙。名実ともに癌学界の指導者であり、広い視野に立って研究領域の開発に情熱を注いでいる。


　和郎はかねがね研究者たちに向かって次のように繰り返し語っている。


　「人間ハ定年ナンカアルモノデハナイ。ヤレル間ハ試験管振リナガラ、動物ヲイジリナガラ死ヌノガ学者トシテノ本命デアリ、本望デアル。」

と。


　国立ガンセンター総長として医療行政を推進するだけでなく研究も決しておろそかにしなかった。この激務が命を削ることになった。


　１９７６年１月２１日、国立ガンセンターで勤務中、心筋梗塞にて急死。「何シロ突然ダッタンダ。」という言葉を遺して。


　思えば和郎はふるさと橋津には１度も帰っていない。

　　鶯の来啼くしきけば今さらにかへり来まさぬ母しこほしも。


　母の面影をしのび、その悲しみを歌に託しているが、晩年の和郎にとって母とともに幼少の折、母と親しんだ橋津の生家と夕日に映える日本海がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たそがれ),黄昏)にけぶる景色のように胸中をよぎり生き続けたことであろう。


　癌研究に一生を捧げた偉大な中原和郎をたたえ、愛し続けたドロシー夫人の詩を末尾に掲げ結びとする。（原文は英文）

時は今や消えつきた焰からたなびく


　　煙のようにすぎ去ってゆく


季の移り変りを彼は知らない


　　春は夏に　彼のイーゼルは壊れ


絵筆は乾いた


　　夏は秋に　蝶はもはや彼の網を


おそれることもない


　　秋はやがて冬に　彼のマントは今はナフタリンの中


静かにねむっている


　　かつての彼の机は今はうつろ


ただ、彼のポートレイトが


　　花に微笑みかけている。

